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【質問・要望・意見 1】 新庁舎についての質問① 

発言者 

新庁舎の食堂はグランドフロアにできるのか。 

 

市長 

市民レストランは1階にできます。第一病院との交差点側から入ると階段を上って1

階に行くことになりますが、なぜそこを 1階としたかというと、新しい消防庁舎の 1階と

合わせなければいけないためです。 

ちなみに展望レストランにしなかった理由は、展望レストランは実はお客様が来にく

いそうで、どこも赤字だそうです。採算が取れずに撤退となっても困りますので、レスト

ランスペースは 1階に配置しております。 

 

【質問・要望・意見 2】 新庁舎についての質問② 

発言者 

大会議室は記載されているが、少人数の会議ができる部屋はあるのか。 

 

市長 

グランドフロアに市民協働スペースという形で、パーテーションで 3 分割できるスペ

ースがあります。 

 

【質問・要望・意見 3】 新庁舎についての質問③ 

発言者 

6 階に絵などを飾れるスペースがあるとのことだが、どのような形のスペースになる

のか。買い求めた絵を飾るのか、または市内の子どもたちの絵を飾るのか。 

 

市長 

寄贈された絵がたくさんありますが、習志野市の中には展示スペースが無いと各

方面から言われております。展示スペースでは子どもたちの絵などを飾れたらなと思

っております。 

ただ、まだ展示枚数の確認や、管理方法などの検討が必要ですので、詳細はまだ

決まっておりません。 

 

【質問・要望・意見 4】第 2斎場についての質問① 

発言者 

習志野市にできる第 2斎場には、馬込斎場と同様の葬儀備品が設置されるのか。 

 

市長 

 馬込斎場と同じ機能が第 2斎場にできると考えていただいて結構です。 
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【質問・要望・意見 5】 第 2斎場についての質問② 

発言者 

 第 2斎場の供用開始は平成 31年 10月でよいか。 

 

市長 

 その通りです。 

 

【質問・要望・意見 6】 第 2斎場についての質問③ 

発言者 

・第 2斎場の料金体系は馬込斎場と同じか。 

・習志野市民は優先的に予約できるのか。 

 

市長  

料金は馬込斎場と同一の予定です。 

四市複合事務組合の管理になるため、四市が公平に使う施設になりますので優先

予約はできません。ただし、実質的にこの第 2 斎場ができると、馬込斎場と併用にな

るため、最初のうちは余裕があります。加えて、八千代市の方からすると茜浜は遠い

ため、印西斎場を活用するという声もあるので、習志野市民が待つような状況にはな

らないと思っています。 

 

【質問・要望・意見 7】 ふるさと納税についての質問 

発言者 

ふるさと納税の収支について、概算でどれくらいになるのか。 

 

市長 

 現時点でのふるさと納税は端的に表現すると 1億 2千万円赤字です。習志野市内

の方はほとんどが市外・県外出身の方であるため、故郷に納税する方が多いようで

す。 

ふるさと納税をアピールするとむしろさらに納税が市外へ行ってしまうのではない

かという議論がずっとありました。そのため、都心に近い自治体ほどふるさと納税に

消極的でした。 

ところが、全国的に「ふるさとに納税する」ということよりも、それで得られる商品が

重視されてきています。総務省はこの過熱ぶりに歯止めをかけるべく発信しています

が、最近は、それはそれで地域活性化につながり、まさに「総活躍」で良いのではな

いかという議論にもなってきています。そのため、習志野市は現在、ふるさと納税対

策をやっていませんが、やっていこうかという考えになっています。 

どれがいいのかというのがまた問題で、例えば漁村や農村などで、過疎で悩んで
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いる自治体は、逆に言うと産品が限られるので、町村を挙げて漁業や農産物をアピ

ールすることができます。一方、習志野市くらいの規模になると多様なものがあるの

で、扱い方を間違えると「不公平だ！」となってしまいます。扱うものは、市が買い上げ

て提供する形になりますから、そうすると不公平感にも配慮しなければなりません。 

 それを一体どうしていこうかという中で、今、ふるさと納税専門のカタログショップの

ようなサイトが出てきています。そういうところに委託することを現在検討しています。 

 

【質問・要望・意見 8】 広報習志野についての意見 

発言者 

広報紙の文字をもう少し大きくしてもらうと市民にとって読み易いと思う。 

  

市長 

月 2回発行の広報紙で習志野市の全てをお伝えしようとすると、紙面に限りがある

ためどうしても字が小さくなりがちですが、広報課の考えを聞きましょう。 

 

広報課 

高齢者の方が興味を持つ記事はなるべく文字を大きくする努力をしております。さ

らに見易い紙面づくりの努力をしてまいります。 

 

【質問・要望・意見 9】 広報紙についての質問① 

発言者 

自宅に広報紙を届けるサービスの利用者はどれくらいか。 

 

広報課 

ポスティングサービスといって、現在およそ 3千人の申し込みがございます。 

広報紙については、大型店やコンビニ、駅などに設置しております。 

 

【質問・要望・意見 10】 広報紙についての質問② 

発言者 

市内約 7万世帯のうち、新聞を取っていない世帯はどれくらいいるのか。 

 

市長 

現在、広報紙の新聞折り込み数は 6万弱ですから、1万件以上は取っていないこと

になります。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

他市では、シルバー人材センターに委託して、新聞を取っていない家庭にポスティ

ングしているところもありますが、例えば広報紙に掲載している応募関係の記事で先

着順のものがあると、配布日のずれが問題になります。そのため本市では、広報発

行日の毎月 1日・15日には必ず配布する、ということを第一に考えております。 
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【質問・要望・意見 11】 敬老祝い金についての質問 

発言者 

周りの市町村では 77 歳のお祝いをもう実施していないとのことだが、習志野は続

けるのか。 

 

市長 

今、開催している議会に、77歳の敬老祝い金について、廃止の議案を出しておりま

す。 

現在、県内 54 市町村の中で 77 歳については 3 市しか実施しておらず、平均寿命

も 80 歳を超えた中で、その部分は他の高齢者サービスの財源とさせていただきま

す。 


